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全力で歩き通せ！折乃笠部長 

神奈川の歴史を訪ねる徒歩（＋鶴見線）の旅 

【１１】昭和時代 川崎 

京浜工業地帯 何故終戦まもなく奇跡の復興ができたのか 

 

２０１５年９月２０日（日） 
【１】全体計画 １月 １日（木） 

【２】神奈川県立歴史博物館         １月１０日（土） 

【３】弥生時代  三浦半島          ２月１４日（土） 

【４】奈良時代  海老名～大磯       ３月 ７日（土） 

【５】鎌倉時代  鎌倉             ４月 ４日（土）  

【６】室町時代  小田原           ４月２９日（水） 

【７】江戸時代  箱根             ５月２５日（土） 

【８】江戸時代  浦賀             ６月１４日（日） 

【９】明治時代  横浜             ７月２６日（日） 

【１０】昭和時代  横須賀            ８月１０日（月） 

【１１】昭和時代  川崎             ９月２０日（日） 

【１２】平成時代～未来へ 横浜～川崎   １０月１１日（日） 

【１３】まとめ                    １２月２０日（日） 

 

海老名 

箱根 

浦賀 
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１． 今回の旅の目的 

・何故、終戦まもなく日本人は奇跡の復興をし、世界有数の京浜工業地帯を作り 

上げることができたのか、田中角栄元総理大臣の目から迫る。 

 

２． 旅のルート 

 行 大月駅→（中央本線）→立川駅→（南武線）→川崎駅→（京浜急行線） 

→小島新田駅 

 歩 小島新田駅→（川崎 徒歩＋鶴見線の旅）→東神奈川駅 １２ｋｍ 

 帰 東神奈川駅→（横浜線）→八王子駅→（中央本線）→大月駅 

 

３． 行動内容 

６時００分：大月駅出発 

８時２５分：小島新田駅着 

８時３２分～１４時０２分：昭和時代 川崎を訪ねる徒歩＋鶴見線の旅 １２ｋｍ 

小島新田駅→水江運河→昭和駅→扇町駅→海芝浦駅→子安駅→東神奈川駅 

１４時４０分：東神奈川駅から横浜線に乗る。反省会は東神奈川駅で済。 

１７時００分：大月駅着 
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４．田中角栄元総理大臣紹介 （折乃笠公平） 

田中角栄（1918年（大正 7年）5月 4日～1993年 

（平成 5年）12月 16日）は、日本の政治家、建築士。 

新潟県刈羽郡二田村生まれ。 

衆議院議員（16期）、郵政大臣（第 12代）、大蔵大臣 

（第 67・68・69 代）、通商産業大臣（第 33 代）、内閣総理

大臣（第 64・65代）等を歴任した。 

ニックネーム 

・「今太閤」 

・「コンピューター付きブルドーザー」 

 

自民党最大派閥の田中派（木曜クラブ）を率い、巧みな官僚操縦術を見せる田中は、

党人政治家でありながら官僚政治家の特長も併せ持った稀な存在だった。大正生ま

れとして初の内閣総理大臣となり、在任中には日中国交正常化や日中記者交換協

定、金大中事件、第一次オイルショックなどの政治課題に対応した。政権争奪時に掲

げた日本列島改造論は一世を風靡したが、後にその政策が狂乱物価を招いた。その

後の田中金脈問題への批判によって首相を辞職、さらにアメリカの航空機製造大手

ロッキード社の全日空への航空機売込みに絡んだ贈収賄事件（ロッキード事件）で逮

捕収監され自民党を離党した。 

首相退任後やロッキード事件による逮捕後も田中派を通じて政界に隠然たる影響力

を保ち続けたことから、マスコミからは「（目白の）闇将軍」の異名を取った。また高等

教育を受けていない学歴を持ちながら首相にまで上り詰めた当時は「今太閤」とも呼

ばれた。さらに次世代のリーダーの一人として総理総裁の座を狙っていた頃は、その

膨大かつ明晰な知識とやるといったら徹底してやり抜く実行力から「コンピュータ付き

ブルドーザー」と呼ばれていた。 

５． 自己紹介 （田中角栄元総理大臣） 

まあ～ その～。しょっしゃ、しょっしゃ。 

わしの事を若衆は知らんかもしれんかのう。 

わしは学歴がないので、大学には憧れていて、生まれ故郷を四つの大学で囲みたか

った。そして、国家予算を使ってそれを実現した。 

国立新潟大学、国立上越教育大学、国際大学、そして、国立長岡技術科学大学がそ

れじゃ。 

長岡技術科学大学ができた時はうれしかった。長岡といえばわしの越山会の本拠地

であり、わしは土建屋出身で、大学に土木関係の学科ができたからのう。 

出典：インターネット 

https://ja.wikipedia.org/wiki/1918%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%A7%E6%AD%A3
https://ja.wikipedia.org/wiki/5%E6%9C%884%E6%97%A5
https://ja.wikipedia.org/wiki/1993%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%B9%B3%E6%88%90
https://ja.wikipedia.org/wiki/12%E6%9C%8816%E6%97%A5
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%97%A5%E6%9C%AC
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%94%BF%E6%B2%BB%E5%AE%B6
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%BB%BA%E7%AF%89%E5%A3%AB
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%A1%86%E8%AD%B0%E9%99%A2
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%83%B5%E6%94%BF%E5%A4%A7%E8%87%A3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%AC%AC1%E6%AC%A1%E5%B2%B8%E6%94%B9%E9%80%A0%E5%86%85%E9%96%A3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%97%A5%E6%9C%AC%E3%81%AE%E5%A4%A7%E8%94%B5%E5%A4%A7%E8%87%A3%E3%83%BB%E8%B2%A1%E5%8B%99%E5%A4%A7%E8%87%A3%E4%B8%80%E8%A6%A7
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%AC%AC2%E6%AC%A1%E6%B1%A0%E7%94%B0%E7%AC%AC2%E6%AC%A1%E6%94%B9%E9%80%A0%E5%86%85%E9%96%A3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%AC%AC3%E6%AC%A1%E6%B1%A0%E7%94%B0%E5%86%85%E9%96%A3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%AC%AC1%E6%AC%A1%E4%BD%90%E8%97%A4%E5%86%85%E9%96%A3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%B5%8C%E6%B8%88%E7%94%A3%E6%A5%AD%E5%A4%A7%E8%87%A3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%AC%AC3%E6%AC%A1%E4%BD%90%E8%97%A4%E6%94%B9%E9%80%A0%E5%86%85%E9%96%A3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%86%85%E9%96%A3%E7%B7%8F%E7%90%86%E5%A4%A7%E8%87%A3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%86%85%E9%96%A3%E7%B7%8F%E7%90%86%E5%A4%A7%E8%87%A3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%AC%AC1%E6%AC%A1%E7%94%B0%E4%B8%AD%E8%A7%92%E6%A0%84%E5%86%85%E9%96%A3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%AC%AC2%E6%AC%A1%E7%94%B0%E4%B8%AD%E8%A7%92%E6%A0%84%E5%86%85%E9%96%A3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9C%A8%E6%9B%9C%E3%82%AF%E3%83%A9%E3%83%96
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%85%9A%E4%BA%BA%E6%B4%BE
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%97%A5%E4%B8%AD%E5%9B%BD%E4%BA%A4%E6%AD%A3%E5%B8%B8%E5%8C%96
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%97%A5%E4%B8%AD%E8%A8%98%E8%80%85%E4%BA%A4%E6%8F%9B%E5%8D%94%E5%AE%9A
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%97%A5%E4%B8%AD%E8%A8%98%E8%80%85%E4%BA%A4%E6%8F%9B%E5%8D%94%E5%AE%9A
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%87%91%E5%A4%A7%E4%B8%AD%E4%BA%8B%E4%BB%B6
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AA%E3%82%A4%E3%83%AB%E3%82%B7%E3%83%A7%E3%83%83%E3%82%AF
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%97%A5%E6%9C%AC%E5%88%97%E5%B3%B6%E6%94%B9%E9%80%A0%E8%AB%96
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%8B%82%E4%B9%B1%E7%89%A9%E4%BE%A1
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%94%B0%E4%B8%AD%E9%87%91%E8%84%88%E5%95%8F%E9%A1%8C
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%83%A1%E3%83%AA%E3%82%AB%E5%90%88%E8%A1%86%E5%9B%BD
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%88%AA%E7%A9%BA%E6%A9%9F
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%AD%E3%83%83%E3%82%AD%E3%83%BC%E3%83%89
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%85%A8%E6%97%A5%E6%9C%AC%E7%A9%BA%E8%BC%B8
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%AD%E3%83%83%E3%82%AD%E3%83%BC%E3%83%89%E4%BA%8B%E4%BB%B6
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%AB%98%E7%AD%89%E6%95%99%E8%82%B2
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%AB%98%E7%AD%89%E6%95%99%E8%82%B2
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%AD%A6%E6%AD%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%AA%E9%96%A4


 4 

本当は、第一期生の入学式には、出席するはずだったが、至急の用事ができてかな

わなんだ。残念だったのう。 

実はその入学式には、若かれし頃の折乃笠君も機械系学生としていたのじゃよ。 

わしが入学式に出席していたら、折乃笠君の人生も変わっていたかも知れぬ。 

 

さて、わしは、良きにしろ、悪にしろ、相当の有名人であった。 

以下の名言を聞いてくろ。 

「三国峠をダイナマイトでふっ飛ばせば越後に雪は降らない。そしてその土を日本海

に運べば佐渡と陸繋ぎになる」（初出馬時の演説） 

 

「政治は数であり、数は力、力は金だ」（＝数の論理） 

 

「これからは東京から新潟へ出稼ぎに行く時代が来る」 

 

「俺の目標は、年寄りも孫も一緒に、楽しく暮らせる世の中をつくることなんだ」 

 

「中国国民全員が手ぬぐいを買えば 8億本売れる」（日中国交正常化の際の発言） 

 

「よっしゃよっしゃよっしゃ」ロッキード事件の賄賂を受領した際に述べたとされる発言 

 

「人間は、やっぱり出来損ないだ。みんな失敗もする。その出来損ないの人間そのま

まを愛せるかどうかなんだ。政治家を志す人間は、人を愛さなきゃダメだ。東大を出

た頭のいい奴はみんな、あるべき姿を愛そうとするから、現実の人間を軽蔑してしま

う。それが大衆軽視につながる。それではダメなんだ。そこの八百屋のおっちゃん、お

ばちゃん、その人たちをそのままで愛さなきゃならない。そこにしか政治はないんだ。

政治の原点はそこにあるんだ。」 

 

わしは、カネに対する大胆さ・豪快さが印象強く、これに関連する話は枚挙に暇がな

い。金を最大限に生かして相手の信頼を獲得するために、相手の予想（期待）より多

くの金を渡すことも多々あった。 

田中派の一回生議員が美人局に遭い、解決のために多額の金銭が必要となってし

まった。様々なツテに頼ったがどうしても 100万円（現在の価値では 3倍以上）と少し

足りない。選挙を終えたばかりで借金のあった議員は万策尽き、わしの事務所に電

話をかけて借金の申し込みをした。事情を聞いたわしから「分かった。すぐに金を用

意するから取りに来るように」と言われ、急いで事務所に向かうと、わし本人は急用で

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%89%E5%9B%BD%E5%B3%A0_(%E7%BE%A4%E9%A6%AC%E7%9C%8C%E3%83%BB%E6%96%B0%E6%BD%9F%E7%9C%8C)
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%80%E3%82%A4%E3%83%8A%E3%83%9E%E3%82%A4%E3%83%88
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%97%A5%E6%9C%AC%E6%B5%B7
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%97%A5%E6%9C%AC%E6%B5%B7
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BD%90%E6%B8%A1%E5%B3%B6
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%95%B0%E3%81%AE%E8%AB%96%E7%90%86
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%BE%8E%E4%BA%BA%E5%B1%80
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外出しており、議員は留守番の秘書から大きな書類袋を受け取り、その中身を確認

すると 300万円が入っており、同封されたメモには以下のように書かれていた。 

「トラブルは必ず解決しろ。以下のように行動しなさい。 

1. 100万円使ってトラブルを解決すること。 

2. 100万円を使って世話になった人に飯を奢る乃至、必ず御礼をすること。 

3. 残りの 100万円は万一のトラブルの為に取って置くように。 

4. これらの金は全て返却は無用である。」 

その議員は感涙し、後々までわしへの忠誠を守り通した。 

 

６． 川崎 徒歩の旅レポート （田中角栄元総理大臣） 

７時５７分 

川崎駅着。 

まあ、そのう～。ここは何て明るくて、活気があるのだろう。 

躍動感に満ちている。 

昭和の高度成長期の頃はもっと凄かったな。 

わしの日本列島改造論によるものだ。 

 

京急川崎駅で大師線に乗り換える。 

大師線も近代化されたのう。 

 

８時２５分 

小島新田駅着。 

日曜日のせいかとても静かじゃのう。 

すぐそこにＪＲ東海道貨物線の川崎貨物駅がある。 

超ロング編成の貨物列車が止まっている。 

迫力があるのう。わしは土建屋で隠れ鉄道ファンなのだ。 

 

さて、今日はここ小島新田駅を出発して、京浜工業地帯を 

歩きながら視察して、東神奈川駅まで行く。 

わしは、新潟の田舎の生まれで尋常小学校へ歩いて 

通っていたし、お金ができた頃からゴルフをやっていたので、 

歩く事は全然苦にならん。よっしゃ、よっしゃ。 

 

ところで、今日はわし一人？ 

娘の真紀子、秘書の早坂茂三、まあ、そのう新珠三千代は 

いないのけ？ 

明るくて活気のあるＪＲ川崎駅 

静かな小島新田駅 

だだっ広い川崎貨物駅 

https://www.google.co.jp/url?sa=t&rct=j&q=&esrc=s&source=web&cd=1&cad=rja&uact=8&ved=0CB4QFjAAahUKEwjDosStgKbIAhWkPKYKHWW9BUQ&url=https%3A%2F%2Fja.wikipedia.org%2Fwiki%2F%25E6%2597%25A9%25E5%259D%2582%25E8%258C%2582%25E4%25B8%2589&usg=AFQjCNErYJbI9saFCpy5rYuxOeL7Dbz1rg
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８時３２分 

出発。 

主要幹線道路に入った。 

大中小の工場が続く。 

日曜日でどこの工場も休みで静か。 

時々、大型トラックが猛スピードで 

通り過ぎていく。 

歩道は、緑の木々に囲まれて別世界 

の様だ。 

ここは夜光一丁目。 

海はすぐそこで、のんびり釣りを 

している人がいた。 

わしものんびりしたいのう。 

 

この辺は、ＪＲ東海道貨物線と工場を 

神奈川臨海鉄道線が隈なく結んで 

いる。昭和の流れを感じる。 

 

９時００分 

大同特殊鋼と屋形船が妙に似合う。 

わしも屋形船が大好きで、貸し切って 

“何”と良く、舟遊びを楽しんだもんだ。 

本田宗一郎殿も“何”が好きだった 

なあ。土光敏夫殿は真面目だった。 

  

煙突から赤赤と火が揺れる。 

ところで何で？ 

「もし、もし、わしじゃ。中曽根通産大臣

を呼んでくれ。」 

「もし、もし、中曽根です。」 

「教えてたもんせ。重油や石油を使う化学工業プラントで、煙突の先から 

火が出ている。あれは何の火だ？エネルギーがもったいないじゃないか。」 

「その通りです。勿体ないです。 

本当は煙突なんかから燃やさないで、どこかで燃料として使うのが一番いいんです

が、工場では、使いにくい余剰なガス(もちろん売ることもできません)がどうしても出て

しまうんです。それを仕方なく煙突で燃やしてます。」 

主要幹線道路 大中小の工場が続く 

緑の木々に囲まれた歩道 

神奈川臨海鉄道線の線路 ＪＲ貨物の車両基地 

大同特殊鋼と屋形船 

煙突から火が揺れる 
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「何とかしろ」 

「無理です。」 

「それじゃ、夜、屋形船を出して、夜景と火を楽しむツアーを組め。」 

「はい。すでにはとバスがやっています。」 

「まあ、そのう～。やるなあ。」 

 

９時１０分 

どこまでも工業地帯は続いている。これが復興の証じゃ。 

 

ここで、京浜工業地帯の歴史を紹介しよう。 

大平正芳内閣官房長官、頼むぞ。 

 

「はい、あ～、う～。太平洋戦争が起こると、当工業地帯は東京大空襲・横浜大空襲

によって壊滅的な打撃を受けました。 

さらに終戦後、米軍により接収が行われ、工業活動が停滞した。現在でも横浜市部

には多くの米軍施設が残り、代表的な例では神奈川区の瑞穂埠頭があり、横浜ノー

スドックとして接収されたままとなっています。 

あ～、う～。朝鮮戦争が起こると、停滞していた工業活動も再び動き始め、高度経済

成長の時代に突入。鉄鋼・非鉄金属・エネルギーが伸び始め、それに合わせて東京

港修築計画等による港湾設備・道路などの産業基盤が整備され、一大工業地帯へと

発展しました。 

この頃、土地が足らなくなり、東京都は大田区地先に京浜島・昭和島・城南島の造成

を行い、川崎市は扇島・東扇島の造成を行い、横浜市は大黒埠頭・本牧埠頭の造成、

根岸湾岸の埋め立てを行いました。」 

京浜工業地帯は、埋め立て地で成り立っているのだ。 

 

９時２０分 

水江運河を渡る。 

この辺一帯はＪＦＥ東日本製鉄所が広範囲に拡がる。 

歩いても歩いてもＪＦＥだ。規模は計り知れない。 

 

再び、大平正芳内閣官房長官、説明を頼むぞ。 

『はい、あ～、う～。JFEスチール東日本製鉄所は、JFEスチールの銑鋼一貫製鉄所

であります。京浜地区と千葉地区に分かれており、前者は川崎市川崎区扇島 1番地

後者は千葉市中央区川崎町 1番地にあります。また、兵庫県西宮市に西宮工場があ

ＪＦＥ東日本製鉄所のプラント 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%AA%E5%B9%B3%E6%B4%8B%E6%88%A6%E4%BA%89
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9D%B1%E4%BA%AC%E5%A4%A7%E7%A9%BA%E8%A5%B2
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%A8%AA%E6%B5%9C%E5%A4%A7%E7%A9%BA%E8%A5%B2
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%A8%AA%E6%B5%9C%E5%A4%A7%E7%A9%BA%E8%A5%B2
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%83%A1%E3%83%AA%E3%82%AB%E8%BB%8D
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%91%9E%E7%A9%82%E5%9F%A0%E9%A0%AD
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%A8%AA%E6%B5%9C%E3%83%8E%E3%83%BC%E3%82%B9%E3%83%89%E3%83%83%E3%82%AF
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%A8%AA%E6%B5%9C%E3%83%8E%E3%83%BC%E3%82%B9%E3%83%89%E3%83%83%E3%82%AF
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9C%9D%E9%AE%AE%E6%88%A6%E4%BA%89
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%AB%98%E5%BA%A6%E7%B5%8C%E6%B8%88%E6%88%90%E9%95%B7
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%AB%98%E5%BA%A6%E7%B5%8C%E6%B8%88%E6%88%90%E9%95%B7
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%9D%9E%E9%89%84%E9%87%91%E5%B1%9E
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A8%E3%83%8D%E3%83%AB%E3%82%AE%E3%83%BC
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%A7%E7%94%B0%E5%8C%BA
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BA%AC%E6%B5%9C%E5%B3%B6
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%98%AD%E5%92%8C%E5%B3%B6
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%9F%8E%E5%8D%97%E5%B3%B6
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%89%87%E5%B3%B6
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9D%B1%E6%89%87%E5%B3%B6
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%A7%E9%BB%92%E5%9F%A0%E9%A0%AD
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9C%AC%E7%89%A7%E5%9F%A0%E9%A0%AD
https://ja.wikipedia.org/wiki/JFE%E3%82%B9%E3%83%81%E3%83%BC%E3%83%AB
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%8A%91%E9%8B%BC%E4%B8%80%E8%B2%AB%E8%A3%BD%E9%89%84%E6%89%80
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%8A%91%E9%8B%BC%E4%B8%80%E8%B2%AB%E8%A3%BD%E9%89%84%E6%89%80
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%B7%9D%E5%B4%8E%E5%B8%82
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%B7%9D%E5%B4%8E%E5%8C%BA
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%89%87%E5%B3%B6_(%E5%B7%9D%E5%B4%8E%E5%B8%82)
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8D%83%E8%91%89%E5%B8%82
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%AD%E5%A4%AE%E5%8C%BA_(%E5%8D%83%E8%91%89%E5%B8%82)
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%85%B5%E5%BA%AB%E7%9C%8C
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%A5%BF%E5%AE%AE%E5%B8%82
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ります。日本鋼管と川崎製鉄の統合に伴い誕生した。京浜地区は旧・日本鋼管京浜

製鉄所、千葉地区は旧・川崎製鉄千葉製鉄所（川鉄千葉）であります。』 

 

ここで、わしは、昭和時代の名経営者を紹介したい。 

出光興産創始者出光佐三殿と川崎製鉄（現ＪＦＥスチール）初代社長西山弥太郎殿だ。 

昭和時代には、松下幸之助殿、本田宗一郎殿、盛田昭夫殿、土光敏夫殿などなど、 

たくさんの有名な名経営者がいて、日本の発展を支えてきた。 

この、出光佐三殿と西山弥太郎殿は、自らあまりマスコミに出ようとしなかったため 

あまり有名人ではないが、日本の復興を第一に考えてくれた巨人である。 

わしは、今でもこのお二人の事を思い出すと目頭が熱くなる。 

 

それでは、紹介する。（雑誌 ＰＲＥＳＩＤＥＮＴ ２０１５．６．１．より） 

 

『いまから７０年前、日本はこれ以上ない逆境に陥った。そう、敗戦だ。国土は焦土と

化し、国は主権を失った。自分たちの仕事や生活がこれからどうなるのか見当もつか

ない。そんな状況に立たされたら、誰だって絶望と不安で、しばらくは何も考えられず、

何も手に着かないはずだ。 

 

だが、出光興産の創業者である出光佐三氏はそうではなかった。彼は終戦のわずか

二日後に社員を集め、話した。 

「１、愚痴をやめよ。２、世界無比の３０００年の歴史を見直せ。 

３、いまから建設にかかれ」 

このとき出光興産も、戦争によって海外拠点やタンカーなど多くの資産を失っており、

将来に対する明るい材料があったわけではない。それでも「歴史に立ち返れ、日本人

なら必ず復活できる、さあいまから再建だ」と言ってのけた。終戦時。日本にはこのよ

うなリーダーがいたということを、その言葉とともに記憶しておきたい。 

 

同じころ、川崎製鉄（現ＪＦＥスチール）初代社長である西山弥太郎氏は、瓦礫の中に

残った工場で、部下にこう言っている。「これから日本は戦争ではなく、貿易で金を儲

けて豊かになるしかない。ただし、世界でわたり合っていくには柤国愛が重要だ。だ

から日本を愛しながら金儲けに徼することにしよう」 

さらに、西山氏はこう続ける。 

「日本は戦争に負けて、四つの島に封込められた。戦前の植民地なしで７０００万人

余を食べさせていくには、軽工業だけで細々とやっていたのでは駄目だ。重化学工業

への転換が必要だ。それには鉄だ。だから我々は、迷うことなく、製鉄業の立て直し

に邁進しなけりゃならん」 
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これから会社はどうなってしまうのだろうと疑心暗鬼になっている社員に向かって、た

だ「大丈夫だ、心配するな」といくら繰り返しても何の足しにもならない。そこで西山氏

は、戦後の日本人が目指す姿をまず具体的に示し、次いでそれを可能にするには鉄

が不可欠、だからこの会社には未来がある、と順序を踏んで説明した。 

つまり、日本の将来を暗示するような話をしながら、実は社員に対し、安心して働きな

さいというメッセージを発信していたのである。実際、戦後の復興から高度成長期に

かけて日本では鉄の需要が飛躍的に伸びた。西山氏の目にはその光景が映ってい

たのだろう。その言葉には、先を見通す力とそれを論理的に伝える能力を備えたリー 

ダーの姿がみてとれる。』 

 

ＪＦＥ東日本製鉄所の工場はまだ続いている。 

そこに猫ちゃん登場。 

大工場にも猫ちゃんはいる。かわゆいのう。 

 

９時４０分 

赤い花咲く産業道路を西に向かう。 

浅野町工業団地入口。 

日本産業を支えてきた中小企業 

がここにある。立っぱ。 

むらさきの葉っぱもここにある。 

 

 

 

 

 

 

 

１０時１３分 

浅野運河を渡って扇町埋め立て地に入った。 

昭和電工の工場の隣に鶴見線昭和駅がある。 

鶴見線、一度は乗ってみたかったローカル線である。 

 

鶴見線は東京地区の電車特定区間（E電）の路線の 

一つであり、鶴見から横浜・川崎市内の京浜工業地帯 

へ向かう短い路線である。 

 

ＪＦＥ東日本製鉄所の猫ちゃん 

赤い花咲く産業道路 

浅野町工業団地 地図 不思議なむらさきの葉っぱ 

鶴見線 昭和駅 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%9B%BB%E8%BB%8A%E7%89%B9%E5%AE%9A%E5%8C%BA%E9%96%93
https://ja.wikipedia.org/wiki/E%E9%9B%BB
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BA%AC%E6%B5%9C%E5%B7%A5%E6%A5%AD%E5%9C%B0%E5%B8%AF
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沿線は工場が多く、旅客列車はそれらの工場への通勤客が主に利用する。 

また旅客列車のほか貨物列車が日本貨物鉄道によって運転されている。 

 

１０時１５分 

扇町行３両編成の鶴見本線電車がやってきた。 

静かな近代化された車両である。 

昔のイメージは汚い古い茶色のリベット打ちの電車である。 

 

１０時１７分 

扇町駅着。 

折り返し時間まで観光。 

ＪＲ発電所等がある 

完全に工場の町である。 

 

１０時３０分 

鶴見本線武蔵白石駅 

まで電車で折り返す。 

ここからまた徒歩。 

 

新芝浦駅に向かう途中、 

線路に船がいる？ 

線路の隣に運河があった。 

 

工場の合間の運河を気持ちよさそうに 

釣り船がゆく。わしも釣りが好きでのう。 

芝浦風の風景である。 

今歩いているところは東芝の私有地のようだ。 

東芝も立派になったもんだ。 

 

１１時１２分 

鶴見線海芝浦支線の新芝浦駅着。 

なんと、海の上にある。 

電車は１１時３９分発予定。のんびり潮風に吹かれていたら、 

眠くなってきて、ホームで大の字になって寝てしまった。 

京浜工業地帯の真ん中で昼寝。スケールが大きいなあ。 

わしは自慢じゃないが、国会で寝たことはない。 

近代的な鶴見本線電車 

扇町駅構内 線路が魅力的 

鶴見本線 武蔵白石駅 

線路に船がいる？ 

気持ち良さそうに釣り船が行く 

海の上の海芝浦駅 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%97%A5%E6%9C%AC%E8%B2%A8%E7%89%A9%E9%89%84%E9%81%93
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１１時４３分 

海芝浦駅着。 

出口の近くに東芝京浜事業所の入口があり、社員以外入れない。 

海辺に海芝公園があり、美しい橋が見える。鶴見つばさ橋である。 

その橋の両端にＪＦＥ工場と東京ガス工場がある。 

海がきれいだな。１５分間、ぼんやり海を見ていた。平和な国・日本。 

 

１２時００分 

海芝浦駅発 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２時０８分 

静かな鶴見小野駅下車。 

ここから、東神奈川に向かって歩く。 

 

途中、横浜市産業共同研究 

センター有。 

横浜市立派。 

東芝京浜事業所の入口 タービン工場がある 駅の横は東芝の事務所 緑豊かな海芝公園 

美しい鶴見つばさ橋 海に向かって出発進行 

静かな鶴見小野駅 

横浜市専業共同研究センター 
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１２時３２分 

鶴見大橋を渡る。 

左に YOKOHAMA SUPER FACTORY がある。 

規模は、約 29,000m ²(8,800 坪 )。 

このスケールに、充実した機能を兼ね備えた、 

最先端＆日本最大級のスタジオ。 

さまざまな機能が備わったスタジオ 

広大なスケールの中には、大小のスタジオが 9 つ。 

 

１２時４５分 

生麦地区通過中。 

キリンビール横浜工場有。 

キリン横浜ビアビレッジ有。 

ビールの製造工程を見学 

できる工場だそうだ。 

キリンビールが飲みたくなって 

きた。 

日本酒の越乃寒梅の次に好きなのだ。 

 

１３時０５分 

国道１５号線、第一京浜に 

入った。とても良い雰囲気 

の通りである。 

何か美味そうな店がある。 

東神奈川まで残り４ｋｍ。 

 

１３時２５分 

新子安駅通過。下町風。 

 

１４時０２分 

東神奈川駅 ゴール。 

体が熱ち～。わしは歳じゃからのう。 

先ず、体を冷やさないと。腹も減った。 

駅前に蕎麦屋がある。 

新潟十日町のへぎ蕎麦を思い出す。 

お邪魔。 

キリンビール 横浜工場 ＆ ビアビレッジ 

ゴール 東神奈川駅付近 

YOKOHAMA SUPER FACTORY 

国道１５号線 ゴールは近い 

下町風の新子安駅 
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今回は、１２ｋｍ ５時間３４分の旅。 

 

まあ～。その～。 

終戦後の日本の“奇跡の復興”は素晴らしかった。 

昭和３３年世界一高い東京タワー完成 

昭和３９年世界一参加国の多い東京オリンピック開催 

昭和３９年世界一速い東海道新幹線完成 

昭和４２年世界一規模の大きい大阪万博開催 

 

今日歩いた京浜工業地帯は日本経済を牽引してきた。 

日本人のバイタリテイーは凄い。 

 

まあ、その～。 

京浜工業地帯の規模が大きくなっていたことにはびっくりした。 

ただし、工場内のパイプは錆錆、建物も古くなり、道も荒れだしていた。 

近代工場と言う感じはしなかった。 

そして、もう一つ活気がなかった。 

少し、疲れた雰囲気を感じた。 

 

ここで歴史的観点から現代の問題点及び解決策を考えてみたい。 

 

日本の“奇跡の復興”ができたのは、次の四つの要因であると考える。 

１． 日本人は、持ち前の真面目さ、勤勉さ、賢さを有していること 

２． 強力な指導力を有する政治家がいたこと 

３． 強力な行動力を有する官僚がいたこと 

４． 日本の将来のために働いた経営者がいたこと 

 

現代の日本の問題点は 

１． 人間力（道徳観）が完全に薄れている 

２． スケールの大きな政治家が現れない 

３． 政治家の顔色を伺う官僚が多い 

４． 私利のためのみの経営者が多い 
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解決策は 

１．具体的には、若い世代が日本を学び、実体験することが肝要。 

日本の若者が日本民族の神話と日本建国の歴史を学び、伊勢の神宮を参拝 

して、歌会始に和歌を詠進するなどして、日本的価値観を共有したとき、確かに 

日本は本来の姿を取り戻すだろうと思う。 

２．世界から日本の首相の名前を憶えてもらえなくなって久しい。先ずは同一首相に 

よる長期政権が必要。そのためには首相となりうる逸材を日本国全体で育てていく 

行く事と首相を補佐する閣僚をしっかり選ぶことが必要だと思う。 

３． 優秀な官僚を育てるためには、学生時代から道徳観をしっかり持たせる必要があ

ると思う。例えば古事記、武士道、論語、聖書等はしっかり学ばせ、文部両道、ス

ポーツで身体を鍛えていく等。合わせて世界観を持たせるために最低でも一年国

際留学をさせる。 

４． 利他の精神が必要である。現代の名経営者 稲盛和夫殿に大きく学ぶ必要有。 

 

いずれにおいても、日本人の人間性を向上させる事に尽きると思う。 

日本人は古代から優れた優秀な民族である。 

これからの日本は必ずや“第二の奇跡”が起こると確信する。 

 

それでは、わしが活躍した昭和の日本に帰る。 

新潟長岡で米でも作ろうかのう。 

まあ～、その～ 

平成の皆さん、御機嫌よ。 

 

これからの日本を頼みますぞい。 

歴史はロマンだ。 
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７．グルメ情報 （折乃笠公平） 

１） お昼ご飯の部 １４時１０分 

東神奈川駅前のお蕎麦屋さん。 

かけそば大盛りとキリンビール。 

蕎麦通は、先ずかけそばを食べる。 

そして、ビールはキリンラガービール。 

乾杯！最高！ 蕎麦まあまあ。 

日曜日の午後。 I’m off。 

 

２）おやつの部 １４時３０分 

東神奈川駅ホームで反省会。 

キリン氷結ストロングマスカットと 

チーズ工房。実は膝の上で撮影。 

これまた乾杯～！最高！ 

明日の社長報告の事を忘れる。 

I’m so off。 

 

 

８．まとめ （折乃笠公平） 

田中角栄前首相がおっしゃっていた人間性について二人の名経営者を紹介したい。 

本文でも出てきたが、出光興産創始者出光佐三殿と川崎製鉄（現ＪＦＥスチール）初代社

長西山弥太郎殿です。 

日本・日本人の素晴しさを知ることができます。 

いずれも有名な小説になっており、小生は人間として、会社員として、エンジニアと 

して、涙ながらに深く読み、感銘致しました。 

その中で特に感動的な部分を皆さんに紹介致します。 

どうぞ、じっくりお読みください。 

 

１）出光佐三殿 

『日本は自治権をいっさい失い、すべてはＧＨＱの管理下に置かれた。往来は

米軍のジープが走り回り、米兵たちがわが物顔でのし歩いた。しかし大多数の

国民にとっての焦眉は、政治的なことよりも日々の暮らしであった。配給の米

だけではとうてい暮らしてはいけず、市中にはヤミ米が流通した。治安は乱れ、

焼け跡の街にはヤミ市が立ち並んだ。 

戦争中は軍部主導の統制と軍需産業への転化で何とかやっていた民間の会

社や工場もほとんど閉鎖していた。国岡商店も例外ではない。工場原燃料で

ある石油の販売を主たる業務としてきた会社だけに、終戦後は石油を千に入

れるルートを失い、まさしく開店休業の有り様だった。 

この日の重役会議の最重要議題は、今後の国岡商店をどうするのかというものであ

 

お寿司 これで一人前 

かけそば大盛りとキリンビール 

キリン氷結ストロングマスカットとチーズ工房 
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ったが、あまりに重たい問題に、会議室は重苦しい空気に包まれていた。 

「この際、思い切った人員整理をすべきです。」 

常務の柏井耕一が言った。その言葉に全員が黙って頷いた。 

常務の甲賀治作は、たとえ人員を切ったところで国岡商店の未来はないのではない

かと思った。海外の資産はすべて消失し、残っているものといえば莫大な借金だけだ

った。営業所もなければ支店もない。それ以前に仕事がない。ただ、店を解散するに

しても、まずは人員を整理するところから始めなければならない。 

「店主、思い切って、店員を切りましょう」 

柏井が再び言った。 

鐡造が眼鏡の奥からじろりと彼を見た。鐡造の目は幼いころから弱視のために視力

が極端に悪い。それゆえ平素から眼光が鋭かったが、その光が厚いレンズを通して

いっそうの厳しさを帯びた。 

「ならん」と鐵造は言った。「ひとりの馘首もならん」 

柏井を含めた重役たちは一瞬黙った。 

国岡商店は明治四十四年（１９１１）の創業以来、ただの一度も馘首がない。これは

創業以来の絶対的な不文律だった。これまで幾度となく迎えた会社の危難のときにも、

社員の首切りは１度たりともおこなわれたことがなかった。店主である鐵造の口癖は

「店員は家族と同然である」というものだった。 

「馘首がないのは、他の会社にはない国岡商店のいちばんの美徳ではあります。し

かし、今回は事情がまったく違います」 

常務の森藤恒美の言葉に、他の者もいっせいに頷いた。もうひとりの常務の林洋三

が後を続けた。 

「わが社の事業は実質的にすべて失われており、社員たちの仕事はありません」 

「だから何だ」 

鐡造の怒気を帯びた言葉に、林は怯んだように口を噤んだ。 

「たしかに国岡商店の事業はすべてなくなった。残っているのは借金ばかりだ。しかし

わが社には、何よりも素晴らしい財産が残っている。１千名にものぼる店員たちだ。

彼らこそ、国岡商店の最高の資材であり財産である。国岡商店の社是である『人間

尊重』の精神が今こそ発揮されるときではないか」 

甲賀たちは黙った。鐡造の「人間尊重」は彼の強い信念であり、金科玉条であった。

それゆえ国岡商店には就業規則もなければ出勤簿もない。馘首もなければ定年もな

い。それが同業者だちから「異常だ」と言われた国岡商店独特の社風であり、甲賀た

ちもそれを誇りにしていたが、このときばかりは彼らも鐡造の言葉に頷くことができな

かった。収益を上げる手段が皆無なうえに、これからどんどん外地から店員たちが戻

ってくる。さらに軍に徴兵された店員たちも復員してくる。八百名を超える彼らにどう

やって給料を払っていこうというのか。 
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国岡商店のもうひとつの社是に「黄金の奴隷たる勿れ」というものがあるが、今やそ

の黄金さえもない。 

店主は意地になっていると甲賀は思った。三十年にわたって仕えてきた彼には鐵造

の頑固な性格はよくわかっていた。 

「それでは」と森藤が言った。「社歴が浅くて、すぐに兵隊に取られた若い者だけでも、

辞めてもらうというのはどうでしょう」他の重役たちも頷いた。わずかばかりの店員を

切ったところで、大勢を変えるほどにはならないが、それでもそのあたりが精一杯の

妥協点だった。これから少しずつ退職者の枠を広げていけばいい。 

「馬鹿者！」 

鐵造の怒鳴り声が会議室に響いた。一同は驚いて鐡造の顔を見た。 

「店員は家族と同然である。社歴の浅い深いは関係ない。君たちは家が苦しくなった

ら、幼い家族を切り捨てるのか」 

鐵造の激しい怒りに甲賀たちは震えあがった。鐡造が重役たちにこれほど怒りを顕

わにした姿は見たことがない。店主は本気だ、と甲賀は思った。つまらない意地を張

って首を切らないと言っているのではない。 

「君たちは、店員たちを海外に送り出したときのことを忘れたのか。彼らは国岡商店

が骨を拾ってくれると思えばこそ、笑って旅立ってくれたのではないか。そんな店員た

ちを、店が危ないからと切り捨てるなどということは、ぼくにはできん」 

重役たちは黙って頷くしかなかった。 

「もし国岡商店がつぶれるようなことがあれば」 

鐡造は言った。 

「ぼくは店員だちとともに乞食をする」 

「乞食」という言葉に、甲賀たちは弾かれたように顔を上げた。この言葉はかつて鐵

造の大恩人、日 

田重太郎が語った言葉だった。国岡商店の店員で日田重太郎の話を知らない者は

いない。日田は自分の家を売って作った金を、二十五歳の鐡造に「国岡商店」の創業

資金として無償で提供したのだ。そして鐵造が苦境に見舞われるたびに叱咤激励し

てこう言った。「絶対に諦めるな。もし失敗してすべてを失えば、一緒に乞食をしようじ

やないか」 

これは国岡商店の伝説であり、長く語り継がれていた話だったが、今、店主の囗から

「乞食をする」という言葉が出てきたのは、その脳畏に若き日の日田の言葉が甦って

いるからだと重役たちは感じた。 

しかし、と甲賀は思った。石油業界の風雲児と言われ、多くの財閥系の石油会社相

手に暴れまわった国岡商店であったが、いよいよ三十四年にわたる事業を清算する

ときがきた。過去、幾度も絶体絶命の窮地に追い込まれながら、そのたびに奇跡のよ

うに甦ってきたが、今度ばかりはもう駄目だ。 
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しかし店主とならともに乞食をしてもかまわないではないかと甲賀は思った。店主に

惚れぬいてここまで来たのだ。最後まで店主とともにいられるなら本望だ。 

この部屋にいた重役たちも皆自分と同じ気持ちであることを、甲賀は確信していた。』 

 

２）西山弥太郎殿 

『昭和２６年１月３日 

葺合工場の中堅職工、佐藤貞晴（のち組合中央執行委員長）は、翌日からの 

仕事始めに備えて、休日出勤した。忙しく作業の準備をしていると、安全帽を 

かぶって工場内を巡回していた西山にばったり遇った。 

「明けましておめでとうございます」 

三十八歳の佐藤は安全帽を脱いで挨拶した。 

「やあ、おめでとう。正月早々ご苦労さん。しっかり頑張って下さいよ」 

西山も帽子をとって、深々と頭を下げた。 

佐藤が顔をあげたとき、西山はまだ頭を下げたままであった。 

その姿を見て、佐藤の身体に電流が走り、目に涙が溢れた。』 

 

『昭和３７年４月７日 

シートバ～は轟音とともにラッテーブルの上を仕上げ圧延機に向かって走り出した。 

「あっ、あれは！」 

「な、何だ‥」 

人々の間から驚きの声が上がった。 

眼下のホットーストリップミルのそばの床に、ヘルメットに作業服の男が一人飛び出し、

シートバーと一緒に駆け出した。その姿は、巨大なシートバーと競走する小人のよう 

だった。 

「吉田さんだ！」 

「吉田じゃないか！」 

ヘルメットの男は、吉田浩第一圧延部長だった。 

吉田は、真っ赤に発光するシートバーを横目で見ながら、歯を食いしばって、懸命に

走る。眼差しはシートバーに釘付けで、祈りを込めているかのようだった。 

吉田はシートバーに引き離されまいと、懸命に両腕を振り、コンクリートの床に作業靴 

の足音をこだまさせて走る。 

「おい、泣いてるぞ」 

誰かがいった。 

「本当だ。吉田さんが泣いてる」 

見守る人々のほうに向かって懸命に走ってくる吉田は、手袋をした手で、盛んに自分

の顔をぬぐう。顔はくしやくしやに崩れ、喘ぐように囗を開け、頬が涙で光っていた。。 
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コーン、シューツという機械音に混じって、吉田が嗚咽する声が聞こえて来た。 

「ううっ……」 

デッキの人々も思わずもらい泣きする。 

日頃は冷静で粘り強いベテラン技術者・吉田の已むに已まれぬ思いが、見ている者

たちの心を打った。 

「やったな。これで一貫製鉄所完成だ！」 

「俺たちの悲願達成だ！」 

男たちは涙を流しながら、握手をし、肩を叩き合う。 

デッキで見守る人々の眼下を、シートバーと併走する吉田が、泣きながら駆け抜けて 

行った。 

西山弥太郎の両目も潤んでいた。西山にとってホットーストリップミルの完成は、千葉 

製鉄所を構想したとき以来の八年越しの悲願である。 

「吉田あっ！」 

「日本一！」 

人々から盛大な歓呼と拍手が湧いた。』 

 

昭和時代には、松下幸之助殿、本田宗一郎殿、盛田昭夫殿、土光敏夫殿などなど、 

たくさんの有名な名経営者がいて、日本の発展を支えてきました。 

この、出光佐三殿と西山弥太郎殿は、自らあまりマスコミに出ようとはせずに、 

あまり有名人ではないが、日本の復興を第一に考えてくれた巨人であります。 

 

昭和時代の巨人のお二人には、以下を教えられました。 

・どんなことがあっても、誠意をもって人を大切にすること。 

・自分の仕事に情熱をかたむけること。 

・そして、素晴らしい人間性を持てる様に常に努力すること。 

 

 

 

 

 

 

 


